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地地
域域
住住
民民
のの

とと
まま
どど
いい

││
言言
葉葉
のの
壁壁

をを
越越
ええ
るる

89
年
改
正
入
管
法
を

契
機
と
し
て
、
群
馬
県

や
静
岡
県
、
愛
知
県
な

ど
の
特
定
地
域
に
居
住

す
る
日
本
人
住
民
は
、

南
米
系
日
系
人
の
「
予

期
せ
ぬ
」
増
加
に
直
面

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

日
系
人
の
流
入
に
先

立
っ
て
、
イ
ン
ド
シ
ナ

難
民
や
中
国
帰
国
者
、

ア
ジ
ア
系
労
働
者
や
留

学
生
な
ど
の
「
ニ
ュ
ー

カ
マ
ー
」
の
到
来
と
と

も
に
、
香
辛
料
の
に
お

い
や
騒
音
、
ご
み
の
捨

特特集集＝＝外外国国人人労労働働者者問問題題をを考考ええるる

２
０
０
４
年
末
の
ブ
ラ
ジ
ル
人
外
国
人

登
録
者
数
は
約
29
万
人
。
１
９
８
９
年
の

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
の
改
正

（
翌
90
年
施
行
、
以
下
「
89
年
改
正
入
管
法
」

と
表
記
）
に
よ
っ
て
、
日
本
で
生
活
す
る

ブ
ラ
ジ
ル
人
の
数
は
70
倍
近
く
も
増
加
す

る
こ
と
に
な
っ
た
（
図
１
）（
注
１
）。

１
９
８
０
年
代
後
半
、
建
設
業
や
製
造

業
を
中
心
に
企
業
の
人
手
不
足
が
深
刻
化

し
て
い
た
。
同
時
に
、
外
国
人
の
「
不
法
就

労
」
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
就
労
に
制
限
が
な
い
「
定
住
者
」
と

し
て
日
系
三
世
を
受
け
入
れ
た
こ
と
に
対

し
て
は
、
合
法
的
な
単
純
労
働
者
受
入
れ

と
い
う
批
判
も
あ
る
。
入
管
法
改
正
に
よ

る
南
米
系
日
系
人
の
急
増
が
、
た
と
え
政

府
が
主
張
す
る
と
お
り
「
意
図
せ
ざ
る
結

果
」
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
特
定
地
域
に
大
き

な
変
化
を
も
た
ら
し
、
そ
の
後
の
日
本
に

お
け
る
「
外
国
人
問
題
」
の
主
要
論
点
の

１
つ
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
注
２
）。

●
現
代
文
化
研
究
所

鈴
木
江
理
子

す
ず
き
・
え
り
こ

現
代
文
化
研
究
所
研
究
員
。
お
茶
の
水
女

子
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
修
了
、

一
橋
大
大
学
院
社
会
学
研
究
科
博
士
後
期

課
程
に
在
籍
。
立
教
大
学
兼
任
講
師
、
特

定
非
営
利
活
動
法
人
・
多
文
化
共
生
セ
ン

タ
ー
東
京
理
事
な
ど
を
兼
任
。
日
本
の
外

国
人
政
策
や
国
際
人
口
移
動
を
研
究
す
る

か
た
わ
ら
、
外
国
人
支
援
の
現
場
で
も
活

動
。
主
要
著
書
は
、「
日
本
の
外
国
人
労

働
者
受
入
れ
政
策
」
河
野
稠
果
・
吉
田
良

生
編
著
『
人
口
学
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
４
・
国

際
人
口
移
動
の
時
代
』（
原
書
房
・
２
０

０
６
）、『
日
本
の
移
民
政
策
を
考
え
る
―

人
口
減
少
社
会
の
課
題
』（
共
著
・
明
石

書
店
・
２
０
０
５
）、「『
機
会
の
平
等
』
を

超
え
て
―
『
違
い
』
を
『
プ
ラ
ス
』
と
す

る
教
育
へ
」（
財
）
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
人

権
情
報
セ
ン
タ
ー
『
多
文
化
共
生
の
教
育

と
ま
ち
づ
く
り
』（
解
放
出
版
社
・
２
０

０
５
）、『
多
文
化
化
す
る
日
本
を
考
え
る

―
国
境
を
越
え
た
人
の
移
動
が
進
展
す
る

な
か
で
』（F

IF
S
p
ecial

R
ep
ort
N
o.8,

２
０
０
４
）
な
ど
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《図 1》ブラジル人外国人登録者数の推移

日
系
人
集
住
都
市
の
現
状
と
課
題

―
多
文
化
社
会
を
共
に
生
き
る
住
民
と
し
て
―

外
国
人
集
住
都
市
の
現
状
と
課
題
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２
０
０
１
年
、
南
米
系
日
系
人
が
急
増

し
て
い
る
い
く
つ
か
の
自
治
体
が
、
外
国

人
居
住
に
と
も
な
う
課
題
に
連
携
し
て
取

り
組
む
た
め
に
、
外
国
人
集
住
都
市
会
議

を
発
足
さ
せ
た
。
こ
れ
は
、「
制
度
の
壁
」

を
乗
り
越
え
る
た
め
の
自
治
体
に
よ
る
試

み
で
あ
り
、
国
に
対
す
る
現
行
制
度
見
直

子
ど
も
の
場
合
に
は
教
育
制
度
に
お
け
る

不
安
定
な
位
置
づ
け
に
よ
っ
て
、
学
業
上

の
「
失
敗
や
挫
折
」
を
経
験
す
る
者
も
多

い
。
外
国
籍
の
子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
は
、

地
域
支
援
団
体
や
学
校
関
係
者
な
ど
に
よ

っ
て
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
が
行

わ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
教

育
環
境
は
依
然
と
し
て
不
十
分
で
あ
り
、

高
校
進
学
率
も
か
な
り
低
い
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
（
図
２
）。

外
国
人
（
移
民
）
受
入
れ
先
進
諸
国
の

事
例
を
み
て
も
、「
教
育
」
は
子
ど
も
た
ち

が
受
入
れ
国
に
お
い
て
社
会
的
上
昇
を
達

成
す
る
た
め
の
最
も
重
要
な
資
源
で
あ
る
。

図
３
や
図
４
が
示
す
と
お
り
、
既
に
日
本

人
と
外
国
人
、
も
し
く
は
あ
る
特
定
の
エ

ス
ニ
ッ
ク
と
の
間
に
、
労
働
市
場
の
階
層

化
、
あ
る
い
は
産
業
別
の
棲
み
分
け
が
形

成
さ
れ
つ
つ
あ
る
現
状
か
ら
判
断
す
れ
ば
、

外
国
籍
の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
め
ぐ
る

状
況
は
、
こ
の
分
断
の
再
生
産
を
一
層
促

進
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ

ん
、
職
業
に
優
劣
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

問
題
は
、
現
行
の
教
育
制
度
の
限
界
ゆ
え

に
、
外
国
籍
の
子
ど
も
た
ち
が
十
分
な
将

来
の
選
択
肢
を
持
ち
え
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

共共
にに
社社
会会
をを
生生
きき
るる
たた
めめ
にに

て
方
や
部
屋
の
使
い
方
な
ど
日
常
生
活
の

ル
ー
ル
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が
す
で
に
各

地
で
報
告
さ
れ
て
い
た
が
、
日
系
人
の
場

合
、
そ
の
数
や
増
加
の
速
度
、
集
住
の
度

合
い
が
際
立
っ
て
い
た
た
め
、
地
域
住
民

と
の
摩
擦
や
「
問
題
」
の
顕
在
性
が
、
他

の
外
国
人
と
比
較
し
て
極
め
て
大
き
な
も

の
と
な
っ
た
。

90
年
代
は
じ
め
、
日
本
に
や
っ
て
き
た

南
米
系
日
系
人
に
と
っ
て
、
そ
の
母
語
で

あ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
や
ス
ペ
イ
ン
語
で
日

本
で
の
生
活
情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
困

難
で
あ
っ
た
こ
と
も
、「
問
題
」
の
解
決
を

難
し
く
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
日
系
人
が

集
住
す
る
地
域
で
は
、
多
言
語
生
活
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
や
母
語
に
よ
る
相
談
窓

口
の
開
設
、
通
訳
派
遣
、
日
本
語
学
習
機

会
の
提
供
な
ど
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
言
葉
の
壁
」
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
取
組

み
が
は
じ
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今

や
、
ほ
と
ん
ど
の
集
住
地
域
で
、
地
域
支

援
団
体
や
自
治
体
に
よ
る
、
多
言
語
の
情

報
提
供
や
日
本
語
教
室
が
行
わ
れ
て
お
り
、

新
た
に
来
日
し
た
日
系
人
は
、
日
本
で
生

活
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
母
語

で
入
手
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

外外
国国
人人
集集
住住
都都
市市
会会
議議
のの

発発
足足
││
制制
度度
のの
壁壁
をを
越越

ええ
るる

し
の
要
請
で
も
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
現
行
の
制

度
が
基
本
的
に
日
本
人

を
前
提
と
し
て
構
築
さ

れ
て
い
る
た
め
に
、
日

本
で
生
活
す
る
外
国
人

は
さ
ま
ざ
ま
な
排
除
や

矛
盾
に
直
面
し
て
お

り
、
自
治
体
の
取
組
み

の
み
で
そ
れ
ら「
問
題
」

に
対
応
す
る
こ
と
に
は

限
界
が
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。

そ
の
よ
う
な
制
度
の

壁
の
１
つ
に
、
子
ど
も

た
ち
の
教
育
が
あ
る
。

外
国
籍
の
子
ど
も
た
ち

は
義
務
教
育
の
対
象
で

は
な
い
。
憲
法
第
26
条

と
教
育
基
本
法
第
４
条

を
根
拠
と
し
た
こ
の
解

釈
ゆ
え
に
、
日
本
で
生

活
し
て
い
る
就
学
年
齢
相
当
の
外
国
籍
の

子
ど
も
た
ち
の
少
な
か
ら
ず
が
、
学
校
教

育
法
第
１
条
に
規
定
す
る
学
校
（
い
わ
ゆ

る
「
１
条
校
」）
に
も
外
国
人
学
校
に
も
通

っ
て
い
な
い
。
一
方
で
、
１
条
校
に
在
籍

す
る
子
ど
も
の
場
合
に
は
日
本
語
に
よ
る

教
育
ゆ
え
に
、
外
国
人
学
校
に
在
籍
す
る
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《図２》主に仕事をしている15～19歳の割合の比較〈日本人と外国人〉



ち
は
、
依
然
と
し
て
解
消
さ
れ
な
い
偏
見

や
差
別
に
苦
し
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な

欧
米
諸
国
の
経
験
か
ら
、
日
本
は
何
を
学

ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
私
た
ち
は
、
外
国

異
な
る
言
語
を
話
し
、
異
質
な
文
化
習

慣
を
も
つ
者
た
ち
が
「
共
に
生
き
る
」
こ

と
は
、
決
し
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。

２
０
０
５
年
10
月
に
フ
ラ
ン
ス
郊
外
の

移
民
集
住
地
区
で
発
生
し
た
「
暴
動
」
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
移
民
第
二
世
代
に
対

す
る
制
度
的
な
平
等
が
実
現
さ
れ
て
い
る

フ
ラ
ン
ス
や
ア
メ
リ
カ
で
す
ら
、
移
民
た

人
（
移
民
）
を
マ
イ
ナ
ス
の
存
在
と
し
て

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
的
に
捉
え
る
の
で
は
な

く
、
な
ぜ
第
二
世
代
が
失
業
や
社
会
的
不

安
定
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
し
ま
っ
て
い

る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
教
訓
を
、

導
き
出
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

日
本
社
会
の
現
行
制
度
の
も
と
で
は
、

異
な
る
文
化
を
も
つ
者
た
ち
は
マ
イ
ナ
ス

の
存
在
と
し
て
、「
対
処
の
対
象
」
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
「
社
会
的
コ

ス
ト
」
と
し
て
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

「
多
―

文
化
」
化
す
る
日
本
社
会
を
「
多
―

分

化
」
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
多
様
性
を
力

と
す
る
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
は
、

摩
擦
や
衝
突
か
ら
目
を
背
け
る
こ
と
な
く
、

対
話
を
続
け
る
絶
え
間
な
い
努
力
が
必
要

と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

共
に
社
会
を
生
き
る
た
め
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
人
間
が
も
つ
文
化
的
な
差
異
を
尊

重
す
る
と
同
時
に
、
文
化
的
差
異
に
起
因

す
る
社
会
経
済
的
不
平
等
（
格
差
）
を
是

正
す
る
取
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
注
１
）
ブ
ラ
ジ
ル
を
は
じ
め
と
す
る
南
米
系
日
系

人
の
増
大
は
、
送
出
し
国
の
政
治
的
・
社
会
経
済

的
不
安
定
と
い
う
プ
ッ
シ
ュ
要
因
の
影
響
も
大
き

い
。

（
注
２
）
１
９
５
２
年
に
日
本
が
主
権
を
回
復
し
て

以
降
、
日
本
に
お
け
る
「
外
国
人
問
題
」
の
中
心

は
、
旧
植
民
地
出
身
者
と
そ
の
子
孫
で
あ
る
在
日

韓
国
・
朝
鮮
人
で
あ
っ
た
。
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特特集集＝＝外外国国人人労労働働者者問問題題をを考考ええるる

《図３》職業別労働者の内訳の比較〈日本人と外国人〉
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2006 Summer IMF JC 22

の
疎
通
を
図
っ
て
い
け
る
よ
う
な
環
境
を

作
っ
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
行
政
の
役
割

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

多
文
化
共
生
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に

は
、
地
域
で
の
交
流
を
促
す
と
と
も
に
、

外
国
人
が
地
域
社
会
に
定
着
し
、
地
域
の

一
員
と
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
支
援

し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
彼
ら
が
地
域
の
中
で
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
生
活
環
境
を
整
え

る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
現
在
で
は
家

設
置
、
日
本
語
講
座
の
開
催
、
交
流
イ
ベ

ン
ト
や
懇
談
会
の
実
施
な
ど
、
地
域
で
の

生
活
が
円
滑
に
い
く
た
め
の
施
策
に
努
め

て
き
て
い
る
が
、
事
態
は
依
然
と
し
て
変

わ
ら
ず
、
す
で
に
市
町
村
だ
け
に
対
応
を

求
め
る
の
は
限
界
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
昨
年
４
月
、
群

馬
県
は
多
文
化
共
生
支
援
室
を
設
置
し
、

多
文
化
共
生
に
向
け
て
様
々
な
課
題
に
直

面
し
て
い
る
市
町
と
連
携
し
な
が
ら
、
手

探
り
で
そ
の
対
策
に
つ
い
て
検
討
し
、
事

業
を
実
施
し
て
き
た
。
集
住
地
域
で
の
対

策
と
し
て
は
、
市
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
協
力
し
て

住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促

す
こ
と
を
目
的
と
し
た
交
流
事
業
を
試
み

た
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
経
験
を
踏
ま

え
て
言
え
ば
、
同
じ
地
域
で
生
活
し
て
い

く
た
め
に
は
住
民
自
身
が
地
道
な
交
流
を

積
み
重
ね
な
が
ら
、
互
い
の
存
在
を
認
め

合
っ
て
い
く
以
外
共
生
へ
の
途
は
な
い
と

私
は
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
地
域
で
の

交
流
の
芽
を
一
つ
で
も
多
く
育
て
、
意
思

外
国
人
集
住
地
域
の
現
状
と
課
題

―
群
馬
県
の
事
例
か
ら
―

現現
状状
とと
課課
題題

群
馬
県
に
お
い
て
は
、
平
成
２
年
の
入

管
法
改
正
以
降
、
労
働
目
的
で
来
日
し
た

南
米
日
系
人
が
東
部
の
産
業
集
積
地
域
を

中
心
に
増
加
し
、
な
か
で
も
ブ
ラ
ジ
ル
人

の
町
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
大
泉
町
で
は
、

現
在
人
口
の
16
％
を
外
国
人
が
占
め
る
状

況
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
南
米
日
系

人
は
、
出
稼
ぎ
目
的
で
来
日
し
た
も
の
の
、

日
本
に
お
け
る
滞
在
期
間
が
長
期
に
わ
た

り
、
定
住
化
、
集
住
化
が
進
ん
で
い
る
。

外
国
人
の
定
住
や
集
住
が
進
む
こ
と
に

よ
っ
て
、
地
域
社
会
に
は
大
き
な
変
化
が

生
じ
て
い
る
。
外
国
人
は
地
域
産
業
を
支

え
る
担
い
手
と
し
て
地
域
の
活
性
化
に
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
一
方
で
、
生

活
面
で
は
、
日
本
人
住
民
と
の
間
に
生
活

習
慣
や
ル
ー
ル
を
め
ぐ
っ
て
の
摩
擦
や
軋

轢
が
生
じ
、
一
部
の
地
域
で
は
深
刻
な
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
原
因
と
し
て
は
、
地
域
社
会
の
中

で
日
本
人
と
の
交
流
を
持
た
な
い
外
国
人

だ
け
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
母
語

だ
け
で
生
活
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形

成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
住
み
や
す
さ

か
ら
そ
の
地
域
へ
の
集
住
を
さ
ら
に
進
ま

せ
る
結
果
と
な
る
。
ま
た
、
様
々
な
情
報

が
得
ら
れ
る
た
め
に
他
地
域
か
ら
の
一
時

的
な
訪
問
者
や
滞
在
者
も
増
え
続
け
る
こ

と
に
な
る
。
こ
う
し
た
地
域
社
会
と
の
関

わ
り
を
持
た
な
い
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
存
在
は
、
日
本
人
住
民
の
不
安
感
を
増

大
さ
せ
、
ゴ
ミ
出
し
や
騒
音
な
ど
地
域
社

会
の
ル
ー
ル
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
に
始
ま

り
、
治
安
問
題
や
税
負
担
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
め
ぐ
る
不
公
平
感
な
ど
様
々
な
問
題

が
生
じ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

住
民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

主
体
で
あ
る
市
町
村
で
は
、
急
増
す
る
外

国
人
を
受
け
入
れ
て
い
く
た
め
に
こ
れ
ま

で
様
々
な
施
策
を
講
じ
て
き
た
。
多
言
語

に
よ
る
生
活
情
報
の
提
供
や
相
談
窓
口
の

●
群
馬
県
多
文
化
共
生
支
援
室
長

山
口
和
美

や
ま
ぐ
ち
・
か
ず
み

群
馬
県
新
政
策
課
多
文
化
共
生
支
援
室

長
。
東
京
外
国
語
大
学
中
国
語
学
科
卒
業
。

１
９
７
７
年

群
馬
県
庁
入
庁
。
以
後
、

地
方
課
、
国
際
交
流
課
、
工
業
振
興
課
等

を
経
て
、１
９
９
９
年
国
際
課
課
長
補
佐
、

２
０
０
２
年
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
新
病
院

建
設
室
長
。
２
０
０
５
年
４
月
か
ら
現
職
。

外
国
人
集
住
都
市
の
現
状
と
課
題



族
を
帯
同
す
る
者
も
多
く
な
っ
て
お
り
、

働
い
て
い
る
本
人
だ
け
で
な
く
子
ど
も
た

ち
を
含
む
家
族
全
員
が
生
活
し
て
い
く
う

え
で
の
環
境
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
教
育
や
医
療
、
保
健
、
そ
し
て
子
ど

も
た
ち
の
進
学
や
就
職
な
ど
将
来
の
問
題

ま
で
含
め
た
生
活
全
般
の
環
境
に
つ
い
て

考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

特
に
、
支
援
室
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の

教
育
を
重
視
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
は

自
ら
選
択
し
て
日
本
に
来
た
わ
け
で
は
な

い
。
親
に
連
れ
ら
れ
来
日
し
、
か
つ
来
日

後
も
親
の
仕
事
に
よ
り
日
本
各
地
を
移
り

住
み
、
不
安
定
な
生
活
を
送
る
子
が
多
い
。

子
ど
も
た
ち
は
、
日
本
の
学
校
や
外
国

人
学
校
と
呼
ば
れ
る
ブ
ラ
ジ
ル
人
、
ペ
ル

ー
人
学
校
に
通
っ
て
お
り
、
卒
業
後
は
母

国
で
の
進
学
や
就
職
を
考
え
て
い
る
子
も

多
い
が
、
実
際
に
は
日
本
に
こ
の
ま
ま
居

着
く
子
が
殆
ど
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

彼
ら
は
日
本
語
を
習
得
し
な
け
れ
ば
、
日

本
の
高
校
、
大
学
へ
進
む
こ
と
も
、
就
職

す
る
こ
と
も
難
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い

る
し
、
言
葉
の
問
題
や
転
居
の
く
り
返
し

の
た
め
に
学
校
生
活
に
な
じ
め
ず
、
不
就

学
に
な
っ
て
し
ま
う
子
ど
も
も
少
な
か
ら

ず
い
る
状
況
で
あ
る
。
親
の
生
活
や
都
合

に
振
り
回
さ
れ
て
、
充
分
な
教
育
を
受
け

ら
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
が
将
来
ど
う
い
う

生
活
を
送
る
こ
と
に
な
る
か
は
容
易
に
想

像
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
子
ど
も
た
ち
に
自

分
の
能
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
与
え
る

た
め
に
も
、
き
ち
ん
と
し
た
教
育
を
受
け

さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。
支
援
室
で
は
子
ど

も
た
ち
の
健
全
な
成
長
に
資
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
市
町
村
と
と
も
に
日
本
語
教
育

の
充
実
や
外
国
人
学
校
の
支
援
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

共共
生生
社社
会会
にに
向向
けけ
てて

多
数
の
南
米
日
系
人
が
労
働
者
と
し
て

来
日
す
る
よ
う
に
な
っ
て
十
数
年
が
経
過

し
た
。
彼
ら
の
受
け
入
れ
は
産
業
界
の
要

請
で
あ
り
、
ま
た
地
域
社
会
の
要
請
で
も

あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
地

域
社
会
に
し
わ
寄
せ
や
ひ
ず
み
が
生
じ
て

い
る
。

こ
れ
ら
の
問
題
の
根
幹
は
外
国
人
の
受

け
入
れ
方
に
あ
る
。

今
後
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
少
子
化
を

背
景
に
外
国
人
は
ま
す
ま
す
増
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
労
働
者
の
受
け

入
れ
に
つ
い
て
も
結
論
を
出
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
期
が
や
っ
て
く
る
と
思
う

が
、
受
け
入
れ
る
仕
組
み
、
法
制
度
の
整

備
を
含
め
て
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
、
地

域
社
会
は
ま
す
ま
す
混
乱
す
る
だ
け
だ
ろ

う
。す

で
に
、
外
国
人
の
受
け
入
れ
に
つ
い

て
疑
問
を
持
つ
住
民
の
声
も
聞
こ
え
て
く

る
。
真
の
共
生
社
会
に
向
け
て
、
日
本
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
こ
と
を
様
々
な

立
場
の
人
に
充
分
議
論
し
て
も
ら
い
、
21

世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会

を
構
築
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
。
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特特集集＝＝外外国国人人労労働働者者問問題題をを考考ええるる
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